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７月 17 日 : 2022 長門市通くじら祭り

   長門市議会
　　　　和船競漕大会に参加

（３年ぶりの開催）



昨
年
度
12
月
補
正
で
計
上
さ
れ

た
漁
業
者
経
営
回
復
緊
急
支
援

事
業
で
は
、
途
中
か
ら
山
口
県
漁
業

協
同
組
合
の
施
設
以
外
で
の
給
油
も

補
助
対
象
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
事
業
で
も

継
承
さ
れ
る
の
か
。

昨
年
度
の
事
業
は
、
基
本
的
に

漁
協
の
施
設
で
給
油
し
た
方
を

補
助
対
象
に
し
て
い
た
が
、
市
内
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
軽
油
を
購
入

し
漁
業
活
動
に
使
用
し
て
い
る
漁
業

者
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
遽
そ
の
場

合
も
対
象
と
し
た
。
今
回
の
事
業
に

つ
い
て
も
同
様
に
対
応
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

コロナ禍における

燃油価格・物価高騰対策事業

議案第１号 ▼ 令和 ４ 年度長門市一般会計補正予算（第 ２ 号） 

　昨年から続く物価高騰。ロシアによるウ

クライナ侵略が拍車を掛けています。特に

原油・ガスなど資源価格の値上がりは深刻

な状況です。全国の電気料金は５月から一

斉に値上がり、食品では、小麦の価格高騰

を背景としてパンや麺類などの値上がりが

顕著です。ティッシュペーパーやオムツなど

日用品の一部も値上がりしました。

　物価高騰は、市民生活を直撃し、社会不安

を高めるリスクがあるため、対策が必要です。

一般会計補正予算では物価高騰から市民生活

を守るための事業費が計上されています。
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　６月定例会は６月 10 日（金）から 30 日（木）までの 21 日間の会

期で開きました。歳入歳出それぞれ４億 6,811 万円を追加（総額 198

億 364 万円）した令和４年度長門市一般会計補正予算（第２号）な

ど 14 議案を審査し、すべての議案を原案のとおり可決しました。一

般質問は 14 日（火）から 15 日（水）の 2 日間の日程で行われ、10

名の議員が質問しました。

6 月
定例会

燃
油
等
物
価
高
騰
対
策
事
業

８
０
５
３
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
油
等
物
価

高
騰
に
直
面
す
る
市
内
事
業
者
に
対

し
、
燃
料
費
等
の
経
費
の
一
部
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
活

性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

商
工
業
関
連
の
事
業
所
だ
け
で

な
く
、
福
祉
関
連
の
事
業
所
も

対
象
と
な
る
の
か
。

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
と
い
う

条
件
と
、
法
人
に
お
い
て
は
本

店
が
長
門
市
に
あ
る
と
い
う
条
件
を

満
た
せ
ば
対
象
と
な
る
。

問答

14 議案を可決

漁
業
者
燃
料
費
高
騰
対
策
支
援
事
業

２
８
８
４
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
油
価
格
・
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
漁
業
者

に
対
し
、
燃
料
費
の
一
部
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
、
水
産
業
の
経
営
維
持
・

回
復
を
図
る
も
の
で
す
。

問答ぶ
ち
と
く
な
が
と

　
　

生
活
優
待
券
発
行
事
業

６
０
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
燃
油
等
物
価

高
騰
に
直
面
す
る
市
民
へ
の
生
活
支

援
と
し
て
、
市
内
の
店
舗
で
使
用
可
能

な
優
待
券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
負
担
軽
減
、
地
域
経
済
活
性

化
並
び
に
地
域
活
力
の
回
復
を
図
る

も
の
で
す
。

ぶ
ち
と
く
な
が
と
生
活
優
待
券

の
購
入
方
法
を
尋
ね
る
。

長
門
商
工
会
議
所
に
返
信
用
は

が
き
を
郵
送
し
、
購
入
を
申
請

す
る
。
申
請
後
に
届
く
通
知
を
持
っ

て
、
郵
便
局
で
優
待
券
を
購
入
す
る

流
れ
と
な
る
。

問答

▼燃油等の物価高騰は深刻な問題



調
査
時
期
と
、
今
後
の
対

策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

い
つ
頃
ま
で
を
目
途
に
決
め
ら
れ

る
の
か
問
う
。

調
査
時
期
は
議
決
後
速
や

か
に
発
注
準
備
を
行
い
、

８
月
か
ら
調
査
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
関

係
各
所
な
ど
と
調
整
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
で
き
る
だ
け
今
年
度

中
を
目
途
に
考
え
て
い
き
た
い
。
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■６月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和４年度長門市一般会計補正予算（第２号）原案可決

2
令和４年度長門市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号）

原案可決

3 長門市６次産業化支援施設条例 原案可決

4 長門市総合文化財センター条例 原案可決

5

長門市ケーブルテレビ放送センター条例及び長門
市ケーブルテレビ放送施設の通信線路と同一の線
路を使用するインターネット接続サービスの管理
及び利用に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

6
長門市の議会の議員及び長の選挙におけ
る選挙運動費用の公費負担に関する条例
の一部を改正する条例

原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

7 長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

8 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

9 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

10 長門市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

11 長門市歴史民俗資料館条例を廃止する条例 原案可決

12 訴えの提起をすることについて 原案可決

13 萩・長門清掃一部事務組合規約の変更について 原案可決

14
財産の取得について
（災害対応特殊消防ポンプ自動車）

原案可決

報告 1 公益財団法人長門市文化振興財団の経営状況について －

報告 2 一般社団法人アグリながとの経営状況について －

　

湯
本
温
泉
駐
車
場
に
多
目
的
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

工
事
関
係
の
備
品
が
入
手

困
難
で
、
工
事
の
終
わ
り

が
読
め
な
い
と
い
う
情
報
も
あ
る

が
、
供
用
開
始
予
定
を
問
う
。

落
札
業
者
に
も
よ
る
か
と

は
思
う
が
、
ト
イ
レ
の
部

品
に
半
導
体
が
一
つ
で
も
含
ま
れ

て
い
れ
ば
、
納
期
は
全
く
読
め
な

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
秋
ぐ
ら
い

ま
で
に
完
成
を
と
思
っ
て
い
た

が
、
今
の
情
勢
で
は
年
内
に
終
わ

る
の
か
、
年
度
内
な
の
か
、
ま
た

は
年
度
を
越
す
の
か
わ
か
ら
な
い

状
況
に
あ
る
。

予
防
接
種
事
業
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
）２

７
４
２
万
円

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
に
係
る
定
期
接

種
の
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開
す
る

と
と
も
に
、
勧
奨
を
控
え
て
い
た

期
間
の
対
象
者
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
３
月
末
ま
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
接
種
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
積
極
的
な
勧
奨
を
控
え
て

い
た
こ
と
に
よ
り
、
機
会
を
逃
し

た
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
女
子
で
、
定
期
接
種
の
期
間

を
過
ぎ
て
自
費
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
た
場
合
に
は
、
接
種
費
用

の
償
還
払
い
を
行
う
も
の
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
を

行
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、

対
象
者
へ
の
周
知
方
法
を
問
う
。

対
象
年
齢
の
方
で
、
定
期

接
種
３
回
の
う
ち
１
回
で

も
接
種
を
し
て
い
な
い
方
に
個
別

に
通
知
を
し
、
広
報
等
で
も
周
知

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

問

答

答 長
門
湯
本
温
泉
観
光

　
　

ま
ち
づ
く
り
整
備
事
業

２
９
３
５
万
円

▼倒壊している三隅の小島漁港Ｂ防波堤

　

令
和
４
年
２
月
21
日
に
倒
壊
し

た
小
島
漁
港
Ｂ
防
波
堤
に
つ
い

て
、
倒
壊
原
因
を
見
極
め
今
後
の

対
策
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め

の
詳
細
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

問答

漁
港
施
設
整
備
事
業９

１
０
万
円

登
録
文
化
財
調
査
事
業

　
　
　
　
　
　
　

４
０
万
円

　

日
置
の
中
野
家
本
店
・
本
宅
を

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す

る
た
め
、
そ
の
手
続
き
に
必
要
な

建
造
物
調
査
及
び
資
料
作
成
に
係

る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
の

登
録
手
続
き
に
お
い
て
、

登
録
に
向
け
た
動
き
が
行
わ
れ
る

に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
３
年
６
月
に
山
口
県

教
育
長
及
び
長
門
市
教
育

長
に
対
し
、
中
野
家
本
店
及
び
本

宅
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
す
る
こ
と
に
つ
い
て
要
望
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

中
野
家
本
店
及
び
本
宅
は
大
正

７
年
に
建
設
さ
れ
、
建
設
後
100
年

を
経
過
し
て
お
り
、
地
区
の
歴
史

的
景
観
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問答

　一般会計補正予算には、湯本温泉のトイレ設置やＨＰＶワクチンの接種勧奨、小島漁

港Ｂ防波堤の調査など、市民生活に深く関わり、市民の関心が高い事業が多くあります。 予算決算

委員会
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▲

議案第５号　長門市ケーブルテレビ放送センター条例等の一部を改正する条例

民事訴訟へ踏み切ることを承認

連合
審査会

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
者
全
員
に

対
し
て
、
訴
え
を
提
起
す
る
と

の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

市
有
林
の
管
理
体
制
は

　

審
査
に
お
い
て
「
無
断
伐
採

の
事
実
を
把
握
す
る
ま
で
に
約

４
年
間
経
過
し
た
理
由
」
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、「
今
回
無

断
伐
採
さ
れ
た
市
有
林
は
、
見

通
し
が
悪
く
伐
採
の
確
認
が
困

難
な
場
所
で
あ
っ
た
。
市
有
林

監
視
人
制
度
が
機
能
し
て
い
な

い
面
が
あ
っ
た
と
反
省
し
て
お

り
、
市
有
林
監
視
人
に
対
し
注

意
喚
起
、
さ
ら
に
指
導
を
し
て

い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

関
係
者
の
刑
事
責
任
は

　

ま
た
「
刑
事
告
発
し
な
か
っ

た
理
由
」
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、「
刑
事
事
件
で
あ
れ
ば
盗

伐
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
盗

伐
は
市
有
林
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
上
で
故
意
に
伐
採
す
る

こ
と
で
あ
り
、
顧
問
弁
護
士
と

も
相
談
し
て
、
刑
事
事
件
と
す

る
に
は
立
証
が
困
難
で
あ
る
と

判
断
し
た
た
め
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
12
号
の
審
査
で
は
、

総
務
民
生
委
員
会
と
文
教
産
業

委
員
会
に
よ
る
連
合
審
査
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
市
有
林
の
無

断
伐
採
に
係
る
損
害
賠
償
を

請
求
す
る
た
め
の
も
の
で
、
当

事
者
は
原
告
が
長
門
市
、
被
告

が
７
名
（
相
続
人
を
含
む
）
と

な
り
ま
す
。
無
断
伐
採
さ
れ

た
面
積
は
１
・
84
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
木
の
種
類
は
ス
ギ
、
本

数
は
お
よ
そ
１
４
０
０
本
で
あ

り
、
損
害
賠
償
額
は
立
木
損
害

額
、
森
林
復
旧
費
用
、
弁
護
士

費
用
相
当
額
を
含
め
て
合
計

１
２
７
８
万
５
８
９
円
で
す
。

訴
訟
に
至
る
経
緯

　

令
和
元
年
８
月
に
三
隅
上
地

区
の
市
有
林
が
無
断
伐
採
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
。
無
断
伐

採
に
関
わ
り
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
関
係
者
に
対
し
、
聞
き
取
り

や
現
地
確
認
へ
の
同
行
な
ど
、

事
実
関
係
を
慎
重
に
確
認
し

て
、
損
害
の
補
填
を
求
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
解
決
の
目

途
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
今

回
市
有
林
の
伐
採
に
関
わ
り
の

市
有
林
の
損
害
賠
償
請
求
へ

利用料金を改定

▼
議
案
第
12
号　

訴
え
の
提
起
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

総務民生

委員会

　

さ
ら
に
「
被
告
の
一
部
が
準

公
共
の
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い

た
こ
と
に
対
す
る
見
解
」
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、「
現
段
階

で
、
そ
の
責
任
範
囲
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
中
、
請
負
等
に

つ
い
て
判
断
す
る
時
期
で
は
な

い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　連合審査会の質疑を踏まえて、本委員会の討論

では、「違法伐採に対する損害について、市民の

生活と財産を守る上でも、訴えの提起をすること

は当然の行為であり理解するところである。市に

おいてはこの事案について改めて検証し、職員が

公務員としての使命、社会的責任について深く認

識し、二度とこのような事案が発生しないよう実

効性のある再発防止策を速やかに講じ、徹底する

ことを強く求める」との賛成意見があり、全会一

致で可決すべきものとしました。

　この議案は、市内全域において光ファイバー網

整備事業が完了する見込みであり、それに伴い、

施設の追加及び利用料等の改定を行うため、所要

の改正を行うものです。

　審査において「料金プランの改定により必要と

なる手続き及び周知」について質疑があり、「今

回の改定により新たな手続きは生じないが、料金

プランの変更を希望する場合は手続きが必要とな

る。周知に関しては、料金改定を来年４月１日の

予定にしているのでそれまでの間、改定内容につ

いて分かりやすくまとめたものを市ホームページ

や広報に掲載するとともに、指定管理者の様々な

媒体も活用しながらしっかりと行っていきたい」

との答弁がありました。

連合審査会とは

　連合審査会とは、特定の案件につ

いて関連のある委員会が共同で審査

することをいいます。付託委員会以

外の委員の参加により審査を幅広

く、深く行うことができます。

議 会 ひ と く ち メ モ

▲再発防止を求める要望書を市長に提出

（議案名の一部を省略）
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文教産業

委員会

▲

議案第３号　長門市６次産業化支援施設条例

「ながとラボ」 を公営に

■議決結果■

　この議案は「長門市６次産業化支援施設」を公

の施設として位置付けるため、条例で必要な事項

を定めるものです。

　審査において「施設の目的および開館日時」に

ついて質疑があり、「施設の目的は、商品開発の

促進と人材の育成、少量多品種の農林水産物の付

加価値を高めることによって農業漁業従事者の所

得増大を推進するとともに、地域産業の振興を図

ることであり、開館日時は申請に基づき、市長が

必要と認めるときは、都度変更できることとして

5

▲

議案第４号　長門市総合文化財センター条例

名称は 「ヒストリアながと」 に決定

　この議案は「長門市総合文化財センター」を公

の施設として位置付けるため、条例で必要な事項

を定めるものです。

　審査において「観覧料を無料とした理由」につ

いて質疑があり、「本市の自然や歴史、文化の拠

点施設として市民が気軽に何度も来館し、学び、

伝え、交流ができ、また観光客など多くの人々が

集える施設とするため、観覧料は無料とする」と

の答弁がありました。

　また「施設の愛称を公募しなかった理由」につ

いて質疑があり、「愛称の公募は、長門市歴史民

俗資料館整備運営検討委員会から市の裁量に任せ

ると答申があった。本市の史実を次世代に伝えて

いきたいという市の強い思いから、『ヒストリア

ながと』とした」との答弁がありました。

　さらに「センター長の設置」について質疑があ

り、「センター長は、センターの管理運営のみな

らず、文化財行政全般にわたる所管をすることか

ら生涯学習・文化財課長が兼務する」との答弁が

ありました。

議案番号 件　　　　名 結果

1 令和４年度長門市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

2
専決処分の承認について（長門市税条例
等の一部を改正する条例）

承認

3
専決処分の承認について（長門市都市計
画税条例の一部を改正する条例）

承認

報告 1
令和３年度長門市一般会計予算に係る
繰越明許費繰越計算書の報告について

－

報告 2
令和３年度長門市水道事業会計予算に係
る建設改良費繰越計算書の報告について

－

報告 3
令和３年度長門市下水道事業会計予算に係
る建設改良費繰越計算書の報告について

－

報告 4
専決処分の報告について（工事請負契約
の一部を変更することについて）

－

　

令
和
４
年
５
月
27
日
（
金
）、
令
和
４
年
第
２
回

臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
４

年
度
長
門
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」
は
、

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業
の

予
算
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
、
４
３
５
３
万
円
を

追
加
し
、
総
額
１
９
３
億
３
５
５
３
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響

が
長
期
化
す
る
な
か
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
に

直
面
し
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を

行
う
観
点
か
ら
、
対
象
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

の
給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

いる」との答弁がありました。

　また「今後の施設運用に関しての見解」につい

て質疑があり、「より多くの、かつ、より高付加

価値な商品の開発のため、そして 1 次産業従事者

にとって敷居の低い施設にするため、公の施設へ

と方向転換することにした。評価指標等を設定し、

市民に、どういったところを目指すのか、どうい

うことを受託事業者が担うのか、議決後すぐに周

知を図ってまいる」との答弁がありました。

子
育
て
世
帯
の
生
活
支
援

第２回 臨時会
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加
し
て
い
る
。
通
地
区
で
は
通
学
時
の

バ
ス
の
時
間
帯
が
早
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
朝
の
通
学
生
優
先
便
を
導
入
し
た
。

ま
た
13
時
出
発
便
は
青
海
島
地
区
内
の

み
の
運
行
で
あ
っ
た
が
、
市
街
地
ま
で

延
長
す
る
見
直
し
を
行
っ
た
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
実
施
し
て
い
る

地
域
で
は
、
利
用
方
法
の
説
明
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の
意
見
を

聞
い
て
い
る
。
今
後
、
新
規
に
実
施
す

る
地
域
に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
周
知

徹
底
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

周
知
不
足
は
多
く
の
方
か
ら
指
摘

を
受
け
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
自
治
会
長
や
民
生
委

員
を
通
じ
て
説
明
会
を
開
催
し
た
。
今

後
は
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
実
施
を
す
る

中
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
利
用
し

や
す
い
地
域
交
通
体
系
の
構
築
が
重
要

と
考
え
る
が
、
現
在
の
利
用
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
３
年
度
の
各
地
域
で
の
利
用

状
況
は
、
全
７
地
区
で
利
用
人
数

が
合
計
８
１
３
８
人
、
運
行
日
１
日
あ

た
り
6.4
人
の
実
績
で
あ
る
。
本
年
度
以

降
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
伸
び
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
地
域
公
共
交
通
体
系
の

再
構
築
は
令
和
４
年
度
末
で
一
旦
完
了

と
な
る
が
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
を
利
用
さ
れ
た
方

か
ら
、
ど
う
い
っ
た
意
見
・
要
望

が
多
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

う
対
応
し
た
の
か
。

日
置
・
油
谷
地
区
で
午
前
中
の
戻

り
便
が
必
要
と
の
要
望
が
あ
り
、

本
年
４
月
か
ら
午
前
中
の
戻
り
便
を
追

問

問

支
援
者
で
あ
る
漁
協
を
主
体
と
し
て
、

漁
業
系
廃
棄
物
に
係
る
発
生
量
、
発
生

時
期
等
を
把
握
、
整
理
し
、
処
理
計
画

と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

市
も
加
わ
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
素
材
と
し
て
の
再
利
用
、
商
品
化

等
に
も
期
待
し
て
い
る
。

広
報
紙
掲
載
や
漁
具
バ
ン
ク
を
設

置
し
て
、
漁
網
が
不
要
に
な
っ
た

人
と
欲
し
い
人
を
結
び
付
け
る
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
民
に
周
知
す
る
た
め
広
報
紙
へ

の
掲
載
は
可
能
で
あ
る
。
漁
業
者
、

漁
協
、
市
が
連
携
し
、
使
用
済
み
漁
具

バ
ン
ク
の
設
置
や
素
材
と
し
て
の
再
利

用
に
係
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と

で
環
境
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
と
考
え

る
。

小
・
中
学
生
の
登
下
校
時
の

交
通
安
全
対
策
は

小
・
中
学
生
の
登
下
校
時
に
お
け

る
見
守
り
活
動
と
、
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
問
う
。

一
部
の
地
区
で
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
犬
の
散
歩
を
下
校
時
間
帯
に
合

わ
せ
る
取
り
組
み
が
あ
る
が
、
こ
う
し

た
見
守
り
活
動
を
多
く
の
方
に
協
力
し

て
頂
け
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
い
た
い
。

　

各
学
校
で
は
警
察
と
連
携
し
「
手
上

げ
横
断
」
を
は
じ
め
安
全
な
道
路
横
断

の
仕
方
や
歩
行
中
の
マ
ナ
ー
、
自
転
車

の
正
し
い
乗
り
方
等
の
交
通
法
規
を
指

導
し
て
い
る
。

不
要
漁
具
の
処
分
支
援
等

漁
業
者
の
負
担
軽
減
を

漁
業
者
が
使
用
し
、
不
要
に
な
っ

た
漁
具
等
、
特
に
漁
網
の
処
分
に

つ
い
て
支
援
は
で
き
な
い
か
。

計
画
的
に
処
理
す
る
た
め
に
は
、

漁
業
者
の
み
な
ら
ず
漁
業
活
動
の

答 問

問
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一般質問

答

答

答 問

問答
　

Y
O

N
E

Y
A

 M
A

T
A

Y
O

S
H

I

米弥 又由
議員

　

Y
O

N
E

Y
A

 M
A

T
A

Y
O

S
H

I

▼運行中のデマンド交通

▼漁網等の処分・再利用への支援が期待される

西村 良一
議員

　

N
IS

H
IM

U
R

A
 R

Y
O

IC
H

I

答



す
べ
て
の
不
登
校
児
童
生
徒
に

教
育
機
会
の
確
保
を

教
育
機
会
の
確
保
等
の
意
義
と
本

市
の
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

不
登
校
は
、
そ
の
要
因
・
背
景
が

多
様
で
あ
り
、
そ
の
行
為
を
問
題

行
動
と
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

考
え
の
下
、
児
童
生
徒
に
寄
り
添
い
、

共
感
的
理
解
と
受
容
の
姿
勢
を
持
つ
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。

　

多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
保
障
を

再
確
認
し
、
具
体
的
に
は
、
学
校
復
帰

と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
と
せ
ず
、個
々

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
し
つ
つ
、
社

会
的
自
立
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
ず
は

十
分
な
実
態
把
握
に
努
め
、
保
護
者
や

各
学
校
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、
専
門

家
等
と
連
携
し
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

に
適
切
な
支
援
に
努
め
て
い
る
。

不
登
校
は
本
人
や
家
族
、
対
応
す

る
教
職
員
に
と
っ
て
解
決
が
難
し

く
、
と
き
に
は
命
に
関
わ
る
重
い
問
題

で
あ
る
。
様
々
な
立
場
の
当
事
者
へ
の

支
援
を
今
後
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

問

▼文科省による不登校実態調査

学
校
に
行
け
な
い
こ
と
で
自
責
の

念
に
苦
し
む
児
童
生
徒
が
い
る
。

ま
た
、
我
が
子
の
将
来
を
案
じ
、
悩
み
、

負
い
目
を
感
じ
た
り
す
る
保
護
者
も
お

ら
れ
る
と
思
う
。
不
登
校
は
問
題
行
動

で
は
な
く
、
ど
の
子
に
も
起
こ
り
得
る

も
の
。
不
登
校
児
童
生
徒
と
保
護
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

な
が
と
ラ
ボ
と
の
連
携
強
化
で

生
産
者
の
所
得
向
上
を

関
係
施
設
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
か
。

域
内
循
環
の
促
進
に
よ
る
高
付
加

価
値
化
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と

か
ら
、
取
り
組
み
を
支
援
す
る
体
制
を

産
業
戦
略
課
を
中
心
に
構
築
し
て
い
く
。

答

問答
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
し

質
の
高
い
観
光
地
へ

公
共
施
設
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
対
応
の
認
識
を
問
う
。

ま
だ
ま
だ
不
十
分
と
認
識
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
全
て
の

人
が
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
利
用
で

き
る
施
設
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
外
見
は
一
般
健

常
者
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
た

め
、
障
壁
が
見
過
ご
さ
れ
や
す
く
、
情

報
の
共
有
や
発
信
、
対
応
ト
イ
レ
設
置

な
ど
、
支
援
が
足
り
て
い
な
い
の
で
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
の
施
設
に
お
い
て
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
把
握
し
て
周

知
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
、
直
ち

に
検
討
す
る
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手

帳
交
付
時
に
対
応
ト
イ
レ
の
あ
る
公
共

施
設
の
一
覧
表
の
配
布
準
備
を
進
め
る
。

公
衆
浴
場
へ
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
入
浴

の
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
併
せ

て
周
知
し
て
い
く
。

観
光
地
の
質
を
高
め
る
た
め
に
も

県
内
に
は
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅

行
相
談
窓
口
が
必
要
で
は
な
い
か
。

満
足
度
の
高
い
充
実
し
た
「
な
が

と
時
間
」
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、

相
談
窓
口
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、

県
や
障
害
者
団
体
、
市
の
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
な
ど
と
連
携
し
観
光
に

関
す
る
相
談
や
案
内
の
あ
り
方
に
つ
い

て
研
究
し
て
い
く
。

選
ば
れ
る
観
光
地
と
し
て
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に

つ
い
て
問
う
。

全
て
の
人
が
快
適
に
利
用
で
き
る

観
光
地
づ
く
り
の
た
め
、
様
々
な

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
を
し
、
進
め

て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

問

問

答

答

問

答
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一般質問

答
　

T
A

N
A

K
A

 C
H

IA
K

I

田中 千秋
議員

問

問答▼センザキッチンのオストメイト対応トイレ

　

T
A

M
U

R
A

 D
A

IJIR
O

U

　田村大治郎
議員



近
年
、
全
国
各
地
で
様
々
な
災
害

が
発
生
し
て
い
る
中
、
消
防
機
関

は
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
災
害

か
ら
保
護
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と

が
最
大
の
任
務
で
あ
り
、
市
民
の
安
全

を
確
保
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
機
関

で
あ
る
こ
と
か
ら
消
防
体
制
の
一
層
の

充
実
強
化
に
努
め
て
い
く
。

西
消
防
署
の
体
制
は
十
分
な
の

か
、
移
転
に
つ
い
て
は
ど
こ
を
考

え
て
い
る
の
か
。

消
防
力
の
確
保
を
念
頭
に
置
き
、

適
正
人
員
を
検
討
し
て
い
く
。
老

朽
化
が
非
常
に
激
し
く
、
早
急
な
対
応

が
不
可
欠
な
西
消
防
署
の
移
転
に
つ
い

て
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
た
結
果
、

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
付
近
の
高
台
に
新
築
移

転
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

慮
し
て
決
定
し
て
い
る
。

河
川
の
護
岸
の
老
朽
化
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

日
常
点
検
や
住
民
の
情
報
提
供
に

よ
り
修
繕
箇
所
の
把
握
に
努
め
、

小
規
模
な
整
備
は
随
時
行
い
、
災
害
復

旧
事
業
等
を
活
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

防
災
の
観
点
か
ら
、
広
域
的
防

災
・
治
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。減

災
対
策
協
議
会
や
流
域
治
水
部

会
を
設
置
し
、
深
川
川
、
木
屋
川
、

三
隅
川
を
対
象
に
河
川
浚
渫
、
河
川
監

視
カ
メ
ラ
、
水
位
計
の
設
置
、
防
災
教

育
の
推
進
等
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

河
川
浚
渫
・
護
岸
の
対
策
は

河
川
の
整
備
・
維
持
管
理
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
の

対
応
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
河
川
点
検

を
実
施
し
、
河
川
浚
渫
や
修
繕
が

必
要
な
護
岸
等
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
県
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
に
よ
り
計

画
的
に
河
川
浚
渫
を
行
っ
て
い
る
。

長
門
市
の
管
理
す
る
河
川
の
浚
渫

要
望
の
状
況
及
び
対
応
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

27
河
川
の
浚
渫
要
望
が
あ
り
、
令

和
３
年
度
は
11
河
川
、
４
年
度
は

６
河
川
、
残
り
の
10
河
川
は
５
年
度
か

ら
６
年
度
で
実
施
す
る
。

河
川
浚
渫
は
ど
の
よ
う
な
優
先
順

位
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

現
地
の
詳
細
調
査
に
よ
り
、
阻
害

率
を
算
出
し
、
河
川
規
模
や
影
響

す
る
流
域
の
家
屋
や
道
路
の
状
況
も
考

問答

▼台風で増水した川の様子 問 答 問答

8

施
設
の
多
様
的
利
用
促
進
を

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
は
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

日
本
大
会
、
昨
年
の
東
京
五
輪
女
子
ラ

グ
ビ
ー
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
国

際
交
流
の
場
と
な
り
、
長
門
市
を
国
内

外
に
発
信
で
き
た
。
今
後
の
施
設
運
営

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

現
時
点
で
は
世
界
大
会
規
模
の
大

会
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
誰
も

が
利
用
し
や
す
く
利
用
し
た
く
な
る
施

設
を
目
指
し
、
ラ
グ
ビ
ー
に
限
ら
ず
、

社
会
人
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
合
宿
等
知

名
度
向
上
、
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
は
、
な

が
と
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
引
き

継
い
で
い
く
。

西
消
防
署
の
体
制
は
十
分
か

ま
た
改
築
移
転
先
は
ど
こ
か

消
防
は
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
要
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
多
岐

に
わ
た
る
。
消
防
体
制
の
充
実
、
強
化

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答

▼市民の安全を確保する長門市西消防署

問

問答

問

答

長門市議会だより　2022.8.1

一般質問
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議員

問答問答

重村 法弘
議員
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一般質問

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
は

市
長
は
、
当
初
予
算
に
新
規
計
上

さ
れ
た
ハ
ロ
ー
ベ
イ
ビ
ー
応
援
給

付
金
事
業
が
議
会
で
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
市
長
は
「
本
市
の
人
口
減
少
、

少
子
化
問
題
は
待
っ
た
な
し
の
喫
緊
の

課
題
と
し
て
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
現
在
、
生
活
必

需
品
の
値
上
が
り
な
ど
が
市
民
生
活
、

と
り
わ
け
子
育
て
世
帯
を
直
撃
し
て
い

る
中
で
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
な
ど

今
後
の
子
育
て
支
援
策
を
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
考
え
な
の
か
。

本
事
業
の
趣
旨
が
理
解
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
予
算
決
算
委
員
会
で

の
審
査
に
お
け
る
各
委
員
の
質
疑
内
容

や
意
見
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
、
少
子

化
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を

し
っ
か
り
と
検
討
し
た
い
。

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
国
、
県
の
支

援
制
度
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
を
基

9

本
と
し
、
今
後
と
も
国
、
県
の
子
育
て

支
援
策
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

風
力
発
電
事
業
に

反
対
や
不
安
の
声

長
門
市
と
美
祢
市
の
境
に
あ
る
天

井
山
な
ど
の
稜
線
沿
い
に
民
間
事

業
者
に
よ
る
風
力
発
電
所
の
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
住
民
か
ら
反
対

意
見
や
不
安
の
声
が
相
次
い
で
お
り
、

市
と
し
て
も
風
力
発
電
事
業
計
画
に
対

し
て
賛
同
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

地
元
住
民
の
理
解
と
同
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
現
在
の
状
況
に
お
い

て
は
、
市
と
し
て
事
業
計
画
に
賛
同
で

き
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

答

長
門
市
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
は

長
門
市
駅
周
辺
は
、
長
門
市
の
中

心
街
で
あ
り
活
性
化
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
で
あ
る
。

駅
北
・
南
地
区
を
一
帯
と
し
て
価
値
を

高
め
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、

に
ぎ
わ
い
を
再
生
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
、
長
門
商
工
会
議
所
に
対
す

る
運
営
費
補
助
金
を
増
額
し
、
連

携
強
化
・
事
業
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

併
せ
て
、
全
国
の
成
功
例
を
参
考
と
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
を
通
じ
、
知
識
と
見
識
を
蓄
積
す

る
取
り
組
み
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
に
ぎ
わ
い
を
再
生
し
て
い
く
た

め
に
、
駅
北
・
南
地
区
の
住
民
や
事
業

者
と
も
必
要
に
応
じ
て
、
し
っ
か
り
意

見
交
換
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
民
の
間
で
関
心
の
高
い
、
長
門

市
駅
南
口
の
旧
ウ
ェ
ー
ブ
の
活
用

に
つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
状
況
を
尋

ね
る
。

現
時
点
に
お
い
て
、
具
体
的
な
検

討
の
経
緯
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
把
握
し
て
い
な
い
。

市
民
、
特
に
近
隣
の
方
か
ら
は
心

配
や
不
安
の
声
を
聞
い
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
べ
き
だ
と
昨
年
申
し
上
げ
た
。

地
域
の
方
が
ど
ん
な
こ
と
を
不
安
に

思
っ
て
い
る
の
か
、
直
接
聞
い
て
ほ
し

い
。
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
い

つ
開
催
す
る
か
伺
う
。

駅
南
口
を
対
象
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
ウ
ェ
ー
ブ

の
跡
地
利
用
に
関
す
る
問
題
等
も
あ
り

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
だ
が
、
時
期
に
つ
い
て
は
担
当

課
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
調
整
し
て
い
き

た
い
。

問問 答

答答 問

2022.8.1　長門市議会だより

答

▼長門市駅南口旧ウェーブ周辺の今後は
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　林 哲也
議員

▼事業者は６月 17日、発電事業の凍結表明（天井山）
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通
訳
者
・
奉
仕
員
が
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

第
６
期
障
害
者
福
祉
計
画
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
長
門
市
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を(

中
略)

よ
り
多
く

の
障
害
者
や
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
す
る
大
会
と
な
る
よ
う
な
事
業

展
開
を
し
て
欲
し
い
」
と
あ
っ
た
が
、

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
再
構
築

を
検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

本
大
会
だ
け
で
な
く
、
ま
つ
り
や

イ
ベ
ン
ト
と
の
複
合
化
も
視
野
に

入
れ
、
多
く
の
障
害
者
や
地
域
住
民
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
交
流
す
る
取
り

組
み
に
な
る
よ
う
、
委
託
先
の
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
や
長
門
市
社
会
福
祉
協

議
会
ほ
か
関
係
団
体
を
巻
き
込
ん
で
、

今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

古
文
書
を
読
み
込
む
学
芸
員
が
い

な
い
と
聞
く
が
、
そ
の
確
保
に
つ

い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

古
文
書
を
解
読
す
る
必
要
性
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
職
員
配
置
を

含
め
、
深
い
見
識
を
有
す
る
方
や
大
学

等
へ
の
委
託
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
。

長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

果
た
す
役
割
を
示
す
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
む
目
標
や
、
文
化
財

の
保
護
・
活
用
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
あ
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
の
策
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

費
用
と
時
間
も
か
か
る
こ
と
か
ら
、

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
て
い
き
た
い
。

先
人
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た

歴
史
文
化
を
後
世
に

長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は

９
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
が
、
施
設

が
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
全
体
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
施

策
の
拠
点
と
し
て
、
人
々
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
本
市
の
魅
力
を
学
び
、

伝
え
、
未
来
へ
継
承
す
る
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
と
考
え
る
。
ま
た
、
本
市
の

重
要
な
文
化
施
設
へ
来
館
者
を
誘
導
す

る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
を
持
っ
た

仕
組
み
を
作
り
た
い
。

令
和
元
年
12
月
に
歴
史
民
俗
資
料

館
整
備
運
営
検
討
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
答
申
内
容
は
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
た
の
か
。

新
た
な
特
別
収
蔵
庫
や
出
土
品
収

蔵
庫
等
を
整
備
し
、
展
示
に
つ
い

て
は
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
が
容
易
に
行
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
運
営
に
必

要
な
人
員
の
体
制
整
備
に
努
め
て
い
る
。

問答

問

答 問

答
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模
範
と
な
る
障
害
者
施
策
を

障
害
者
の
親
の
高
齢
化
や
本
人
の

収
入
が
少
な
い
な
ど
、
障
害
者
の

生
活
は
依
然
苦
し
い
。
新
た
な
独
自
の

政
策
か
長
門
市
重
度
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
金
額
の
拡
充
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

年
金
制
度
の
よ
う
な
独
自
の
支
援

は
財
政
的
に
難
し
く
、
就
労
等
に

よ
る
自
立
機
会
の
拡
大
に
重
き
を
置
き

た
い
。
福
祉
手
当
の
拡
充
は
廃
止
や
縮

小
し
た
市
も
あ
る
中
で
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
研
究
は
し
た
い
。

全
国
各
自
治
体
で
手
話
通
訳
等
を

つ
け
る
対
応
が
広
が
り
、
県
内
の

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
も
市
長
会
見
で

手
話
通
訳
を
導
入
し
た
が
、
本
市
の
市

長
会
見
で
は
未
設
置
で
あ
る
。
聴
覚
障

害
者
へ
の
取
り
組
み
強
化
や
市
長
会
見

へ
の
手
話
通
訳
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
手
話
通
訳

者
等
の
派
遣
を
利
用
す
る
よ
う
各

課
に
周
知
し
て
い
る
。
可
能
な
限
り
、

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
市
長
会
見
に
手
話

答 問

問答

問答

長門市議会だより　2022.8.1

一般質問

岩藤 睦子
議員
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綾城 美佳
議員

▼９月１日オープンの長門市総合文化財センター

▼身体障害者スポーツ大会の様子

問答
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江良自治会（深川地区）川尻西自治会（油谷地区）

河原浦自治会（油谷地区）

・水害対応のための土嚢ステーション

を設置してほしい。

・油谷地区の道路改良等にも目を向け

てほしい。

・センザキッチン、元乃隅神社、湯本

温泉等が連携し、市全体として観光

を推進発展するような施策を望む。

兎渡谷自治会（三隅地区）

・猪の獣害対策として電柵等の対策も

しているが、故障の原因となる川沿

いの竹を伐採してほしい。

・狩猟免許の取得促進を望む。

・女性が安心して子育てしながら活躍

できる環境整備してほしい。

・全国が注目するような議員活動を望

む。

・��傾斜地で路地も細く急なため、高齢

者がごみを持って上り降りしてゴミ

出しをしなければならない。

・��手すりや転落防止柵がない路地があ

り、お年寄りの転落事故が起きてい

るため、対策をしてほしい。

・��路地横の水路の陥没から石垣への破

損が広がっており、対応してほしい。

・ハローベイビー事業について、萩の

ように、成長に合わせて段階的に給

付していけば良かったのではないか。

多子世帯への支援は大事。

・消防職員が少ないのではないか。

・楽踊りを継承していくために、補助

金の増額等、予算を考えてほしい。

長行自治会（日置地区）東津黄自治会（油谷地区） 6/20

・落石防止工事により長期間全面通行

止めになるが、住民生活と観光客へ

の影響をどう考えているのか。

・少子化問題について 3 市合同の縁結

び事業の進捗はどうか。

・津黄は災害時の孤立が不安であるた

め、物資の備蓄をしてほしい。

・市長の施政方針は各部署職員まで浸

透しているのか、行き届いているの

か。

・センザキッチンは売り場に活気がな

く、挨拶もない。リピーターを増やし、

外貨を稼ぐ施設であってほしい。

・高齢化で民生委員の選出に苦慮して

いる。自治会に丸投げでは困る。

　令和４年度の議会報告会は、６グルー

プに分かれて各自治会にて開催させて

いただく計画です。まずは５月発行の

「議会だより」にあわせて報告会を６

会場で行いました。寄せられたご意見、

ご要望ご提案の一部を紹介いたします。

いただいた声は今後の議会活動の参考

にさせていただきます。

市内

６会場で

開催しました

6/27

5/29 5/26

5/145/21



▼ 久しぶりに家族がそろった。

たわいない会話と食事。幸せと

感謝の時間である ▼未だ続く感

染症対策や家計直撃の物価高騰

に、これまでなら愚痴を言って

いたかもしれない。しかし、ロ

シアによるウクライナに対する

軍事侵攻の映像を目にすると考

えてしまう。安全と安心は必ず

委 員 長　　綾 城 美 佳

副委員長　　ひ さ な が 信 也

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 田 村 大 治 郎

　 　 　 　 松 岡 秀 樹

　 　 　 　 米 弥 又 由

　 　 　 　 田 中 千 秋

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会

嶋田日直男�さん（63歳）

油谷河原在住

（NPO法人むかつく）

しも保障されてはいない ▼８月

15 日は 77 回目の終戦記念日で

ある。戦争の誤りと惨禍を反省

し、平和を誓うとして、「戦没者

を追悼し平和を祈念する日」と

閣議決定もされている ▼誰もが

日々を大切に生き、幸せについ

て考えられる、平和な社会が続

くことを心から願う。（早川）

編集後記

Ｑ 議会だよりを読まれたことがありますか？
Ａ あります。

Ｑ 市民の声が市政に活かされていると思いますか。

Ａ 市民の声？市民10人いれば、10通りの声があるわけで、
その声を全て、市政に活かす。まず不可能でしょう。です
から活かされている部分もあれば、まだまだの部分もある。
「市民の声」についても、現役世代（子育て真っ最中）の方々
の声が聴ける環境づくりが必要なのでは。この世代が、今
の長門市を支えているのであり、その子供たちが将来の長

門市を担うわけですから。

Ｑ 議員や議会にのぞむことを教えてください。

Ａ 個々の議員さんとしては、それぞれ、出来ることをされて
いるのかなとは思います。さて、市政の両翼（執行部・議
会）の一翼となるとどうでしょう。会派とは言いませんが、
時には、政策グループ等を形成し、市政（政策）に対して、
良い意味での緊張感を与えるようになってほしいかな。何

か、メリハリが…。

Ｑ 長門市の PRをお願いします。

Ａ 過疎、高齢化、いいじゃないですか。チャンスですよ。み
んな元気で、自立した長門市ですよ。目指していきましょう。

まちの声

　令和４年７月８日、安倍晋三元内

閣総理大臣が街頭演説中に銃撃を受

▼

市役所で記帳する江原市長と南野議長

追　悼

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/site/gikai/　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

け、逝去されました。突然の悲報に接し、驚きと悲しみにたえません。

謹んでお悔やみを申し上げますとともに、心から哀悼の意を表します。

　安倍元総理におかれましては、歴代最長の在任期間の中で、我が国

が直面する困難な諸課題に懸命に取り組まれ、数々のご功績を残され

ました。また、地元選出の国会議員として長門市の発展に多大なるご

尽力をいただいたこと、深く感謝を申し上げます。今回のような痛ま

しい事件が二度と起こらないように、銃器犯罪を含めあらゆる暴力の

根絶を図り、安全安心な社会の実現に向けて、国を挙げて全力で取り

組まれることを強く求めます。


